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カツオ 大西洋 
（Skipjack Katsuwonus pelamis） 

 
 

管理・関係機関 
大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT） 

最近の動き 
2022年に、ICCATによって大西洋カツオの東西資源の資源

評価が 2014年以来 8年ぶりに実施された。西資源の資源評価
モデルには Stock Synthesis 3（SS3）、東資源の資源評価モデ
ルには Just Another Bayesian Biomass Assessment（JABBA）
と SS3 の 2 つが採用された。東西資源いずれも、資源状態は
乱獲状態でもなく過剰漁獲でもないと判断された。大西洋にお
ける 2023 年の総漁獲量は約 24.9 万トンであった（ICCAT 
2024）。 

利用・用途 
主に缶詰等の加工品の原料として利用される。 

漁業の概要 
大西洋のカツオの漁場は東西に分かれ、両大陸側に接してそ

れぞれ分布している。主な漁場は、アフリカ大陸西岸中央部～
北西岸沖（北緯 40度～南緯 20度、西経 30度～東経 15度、
まき網）とブラジル南東岸沖（竿釣り）、ベネズエラ北岸沖（ま
き網）である（図 1）。東部大西洋の漁獲量は西部大西洋より
も多く、1990年代以降はおよそ 80％が東部大西洋で漁獲され
ている（図 2）。主要な漁業国（主要な漁法）は、東部大西洋
ではスペイン（まき網・竿釣り）、ガーナ（竿釣り・まき網）、
フランス（まき網・竿釣り）、パナマ（まき網）、ポルトガル
（竿釣り）、西部大西洋ではブラジル（竿釣り）、ベネズエラ
（まき網）である（表 1、図 3）。両海域ではひき縄やはえ縄
でもわずかながら漁獲される。 
大西洋でのカツオの年間総漁獲量は、1950 年代から 1961

年までは 6,000トン未満であったが、1962年に初めて 1万ト
ンを超えた。その後 1960年代後半には約 2.3万～約 4.8万ト
ン、1970 年代には約 5.0 万～約 11.7 万トン、1980 年代には
約 11.1 万～約 15.6 万トンと年代とともに増加した（図 2）。
東部大西洋のまき網による人工浮き漁礁（FAD）操業の本格化
と漁場の西側への拡大に伴って、1990年以降急増し、1991年
には約 22.3 万トンを記録した。その後は、主としてまき網の
漁獲量が減少し、1990年代後半から2000年代にかけて約12.2
万～約 18.2 万トンで推移した。2010 年以降は大きく増加し、

2018 年は過去最高の約 30.6 万トンを記録し、近年 5 年平均
（2019～2023 年）では約 25.8 万トン、直近の 2023 年は約
24.9万トンと歴史的に高い状態にある。これは、2008年以降
のカツオの浜値が上昇傾向にあり、まき網船がカツオを対象と
した操業を行っているためである（ICCAT 2014a）。タイのバ
ンコクにおける 2013年のカツオの相場は、キハダと同等の価
値で取引されている。また、2010 年頃から東部大西洋のまき
網による FAD操業の漁獲率も増加傾向を示している（図 4）。 
東部大西洋で操業するまき網船の FAD 操業では小型魚が投

棄されており、2001～2005年のカツオ小型魚の投棄量は、カ
ツオの水揚量 1 トン当たり 42 kg と推定されている。2005～
2014 年は、東部大西洋で操業するまき網船で年間 10,000 ト
ンが faux-poisson（コートジボワールのアビジャンに、カツ
オ、メバチ、キハダ等を含む小型魚複数種の混獲物として水揚
げされる漁獲物）として水揚げされ、その水揚物 1トン当たり
投棄される小型カツオ（平均尾叉長 37 cm）の量は 235 kg、
と推定されている。 
東部大西洋では、スペイン、フランス、ガーナによるまき網

が主要な漁業である（表 1）。2004 年以降、パナマによる漁
獲が急激に増加し、ポルトガルと同等または上回る漁獲量を示
すようになり、2011 年以降はポルトガルの漁獲量を上回って
いる。ガーナの漁獲量は統計の不備について精査が行われ、歴

図 1. 大西洋のカツオの分布域、産卵場及び主な漁場 
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た熱帯・亜熱帯域に広く分布する（仔魚の分布からの推定）。
産卵活動は水温 24℃以上の海域で一年中広範囲に行われ、赤
道から高緯度海域に向かって産卵期間が短くなると考えられ
る。性成熟年齢（100％成熟）は満 1歳で、性成熟時の体長は
東部大西洋では雄 45 cm、雌 42 cmであるが、西部大西洋で
は雄 52 cm、雌 51 cmと東部よりも大きく、この違いが海域
差かその他の要因によるものかは明らかではない。成長は季節
や海域により異なることが報告されており（図 5）、東部大西
洋における標識・再捕結果より推定されたカツオの成長は、熱
帯域より亜熱帯域の方が速い（Fonteneau 2015）。本種は最
大で尾叉長 100 cm、15 kgに成長し、寿命は少なくとも 6歳
以上と考えられる。大西洋でのカツオの索餌場は熱帯から温帯
域と広範囲であり、主要な餌生物は魚類、甲殻類、頭足類で、
朝から夕方にかけて日中に摂餌活動を行う。捕食者としてはマ
グロ・カジキ類のほか、カマスサワラ、外洋性のサメ類、海鳥
類が知られている。 

資源状態 
ICCAT における最新のカツオの資源評価は 2014 年から 8

年ぶりに 2022 年のカツオ資源評価会合にて実施された
（ICCAT 2022）。大西洋における本種の漁業・生物学的な特

徴より東部・西部大西洋の 2 海域に区分して資源評価が行わ
れた。その結果、東部、西部ともに、相対資源量（B2020 / BMSY）
が 1 を上回る可能性が高いことから、本稿では資源水準を中
位と判断した。 
東部大西洋については、プロダクションモデル（JABBA）及

び齢構成モデル（SS3）の 2種類のモデルを用いて資源評価が
実施された。不確実性の要因としてスティープネスで 3種類、
成長で 3 種類、CPUE で 2 種類の合計 18 個の組み合わせで、
両モデル合わせて 36のシナリオが施行された。B2020 / BMSYの
中央値は 1.60（0.50～5.79）、MSY が 216,617 トン、F2020 / 
FMSYの中央値は 0.63（0.18～2.35）となり、資源状態は乱獲状
態でもなく過剰漁獲でもないと判断された。SCRS（ICCAT科
学委員会）の会合では、現在の資源状態はグリーンゾーンにあ
るものの、レッドゾーンになる確率も 16％と比較的確率が高
いことが懸念された（図 6）。 
西部大西洋については、齢構成モデル（SS3）が採用され、

不確実性についてはスティープネスを 3 つ、成長を 3 つの 9
のオプションからリファレンスモデルが決定された。B2020 / 
BMSYの中央値は 1.60（0.90～2.87）、MSY が 35,277 トン、
F2020 / FMSYの中央値は 0.41（0.19～0.89）となり、資源状態は
乱獲状態でもなく過剰漁獲でもないと判断された（図 7）。西
部太平洋の資源については不確実性はあるものの、現在の漁獲
量はMSYを十分に下回っている結果が示された。 

管理方策 
2014年 11月の ICCAT年次会合において、データ不足に起

因する資源評価の不確実性が SCRS から指摘されたことを踏
まえ、既存の熱帯まぐろ保存管理措置に含める形で、管理方策
が初めて設定されることとなった。それにより熱帯まぐろを漁
獲する漁船の ICCATへの登録、FAD操業の禁漁区・禁漁期等
が設定されることとなった（ICCAT 2014b）。FAD 操業の禁
漁区・禁漁期は新たなものが 2015 年に決定され、2017 年よ
り 1～2 月のアフリカ沿岸域～西経 20 度、南緯 4～北緯 5 度
の範囲で適用することとなった（ICCAT 2015）。2019 年の

図 6. 東部大西洋のカツオにおける最新年（2020年）の 
B / BMSYと F / FMSYの水準（ICCAT 2022） 
青丸は中央値を表す。 

図 5. 大西洋のカツオの成長曲線（ICCAT 2004 一部改変） 
A～Gの曲線は各海域で報告されたカツオの成長を示す。 
縦軸は尾叉長（cm）。 
 

図 7. 西部大西洋のカツオにおける最新年（2020年）の 
B / BMSYと F / FMSYの水準（ICCAT 2022） 
青丸は中央値を表す。 
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ICCAT 年次会合において、熱帯まぐろ保存管理措置が改定さ
れ、2020 年には 1～2 月の 2 か月間、2021 年には 1～3 月の
3 か月間、大西洋全体において FAD 操業の禁止を決定した
（ICCAT 2019）。FAD 設置数の上限は、1 隻当たり 350 基
（2020年）及び 300基（2021年）となった。2021年の ICCAT
年次会合において、熱帯まぐろ保存管理措置が一部改定され、
2022 年においては 1 月 1 日～3 月 13 日の 72 日間の FAD 禁
漁を決定した（その後 2024 年まで延長）。2024 年の ICCAT
年次会合において熱帯まぐろ保存管理措置の改正案が採択さ
れ、FAD 禁漁は 2025 年のみ 3 月 17 日～4 月 30 日の 45 日
間、2026年以降については 2025年に検討、また、FAD設置
数上限は現行 300基から 2026年～2027年に 288個へ削減す
ることとなった。 
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カツオ（大西洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 
（最近 5年間） 

23.2万～28.9万トン 
最近（2023）年：24.9万トン 
平均：25.8万トン（2019～2023年） 

我が国の漁獲量 
（最近 5年間） 

1.9～4.8トン 
最近（2023）年：4.2トン 
平均：3.6トン（2019～2023年） 

資源評価の方法 
プロダクションモデル（JABBA） 
齢構成モデル（SS3） 

資源の状態 
（資源評価結果） 

B2020 / BMSY = 1.60（0.50～5.79） （東部） 
F2020 / FMSY = 0.63（0.18～2.35）（東部） 
B2020 / BMSY = 1.60（0.90～2.87） （西部） 
F2020 / FMSY = 0.41（0.19～0.89）（西部） 
東部西部ともに 2020年の資源状態は、 
過剰漁獲及び乱獲状態ではない  

管理目標 
MSY（216,617トン（東部）） 
MSY（35,277トン（西部）） 

管理措置 
漁船登録 
FAD操業の禁漁期、FAD数制限 

管理機関・関係機関 ICCAT 

最近の資源評価年 2022年 

次回の資源評価年 2025年（予定） 
     
 


